
平成３０年度 第２回野田市地域福祉計画審議会次第

日 時 平成３０年１２月３日（月）

午後２時から

場 所 保健センター３階 大会議室

１ 開 会

２ 市長あいさつ

３ 委員紹介

４ 市職員紹介

５ 議 事

議題１ 会長及び副会長の選出について

議題２ 地域福祉計画の第３次改訂について

議題３ 地域福祉に関する市民意識調査について

６ 閉 会



野田市地域福祉計画の第３次改訂について

野田市地域福祉計画は、上位計画である野田市総合計画の下、地域福祉計画を中心

として社会福祉事業の計画的推進や住民活動の公的サービスの連携を図るための指針

となるものです。

また、地域福祉計画は、福祉関係分野の計画であるシルバープラン、障がい者基本

計画及びエンゼルプラン（以下「シルバープラン等」という。）の上位計画であり、各

計画を包含するものと位置付けるとともに、各計画にまたがる横断的な施策や計画と

計画の狭間となる施策を新たに位置付けて総合的・一体的に定めるものです。

現計画である地域福祉計画（第２次改訂版）の計画期間が平成３１年度で終了する

ことから、平成３２年度から平成３６年度までの５年間の計画である第３次改訂版を

平成３１年度に策定するものです。

個別計画との関係

地域福祉計画の上位計画である現総合計画は、平成２７年度に計画期間が満了とな

ったことから、平成２８年度を始期とする野田市総合計画が策定されました。本地域

福祉計画は現総合計画に基づいて改訂を行うものとします。

また、エンゼルプランにつきましては、平成３１年度に見直しの作業を予定してお

ります。

地域福祉計画には、部門計画の体系としてシルバープラン等で定める基本理念、基

本目標及び施策展開を盛り込んでいるため、本計画の改訂作業は、エンゼルプランの

見直しのスケジュールに合わせて進めることとします。
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［１］ 市民意識調査の実施について

１．調査の目的

地域福祉計画見直しの基礎資料とするため、地域社会にかかわる市民生活の状

況や、地域福祉活動に対する意識や要望などを把握する。

２．調査対象者

１５歳以上の市民３，０００人を住民基本台帳から抽出

３．調査内容（選択式）

① 回答者の属性について

② 地域との関わりについて

③ 地域での活動について

④ 日常の暮らしの課題について

⑤ 自殺に関するお考えについて

⑥ 自殺対策・予防等について

⑦ 自死遺族支援について

⑧ 自由記入

４．調査方法 郵送配布・回収

５．調査期間 平成３１年１月予定

［２］福祉関係団体の意向把握について

１.調査の目的

野田市における地域福祉の現状及び各種団体の意向を把握し、地域福祉計画策

定のための基礎資料とする。

２.調査の内容

現在の計画の取組状況及び課題を説明して、次の項目について意見を聞く。

① 日常生活での主な問題について

② 現行の福祉制度について

③ 住み良いまちをつくるために必要なこと

④ 住み良いまちをつくるために地域でできること 等

３.対象団体

市内福祉関係団体

４.調査期間 平成３０年１２月～平成３１年３月予定



［３］ パブリック・コメント手続の実施について

１．目的

「野田市パブリック・コメント手続条例」に基づき、地域福祉計画の見直し案

を公表し、市民等の意見を求める。

２．公表の方法

閲覧及び市のホームページに掲載

３．周知方法

市報及び市のホームページにより周知

４．実施時期 平成３１年１２月予定



地域福祉に関する市民意識調査のお願い

平素から市政について、ご理解とご協力を頂きありがとうございます。

野田市では、だれもが安心して暮らせ、その人らしい生活を送ることができ

る地域社会を形成するため｢地域福祉計画【第 2 次改訂版】｣を平成２６年度に

策定いたしましたが、計画期間が終了することから、平成３１年度に本計画の

見直しを予定しております。

この調査は、その基礎資料にするため、１５歳以上の３,０００人の方を対象

に、日常の暮らしの課題や、地域での福祉活動に関する考えなどをお伺いする

ものです。

回答は無記名で、お答えいただいた内容は、すべて統計的に処理いたします

ので、個々のご回答やプライバシーに関わる内容が公表されることは一切あり

ません。

お忙しいところ大変恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くだ

さいますよう、よろしくお願い申し上げます。

平成３１年１月

野田市長 鈴 木 有

調査の方法について

１ 回答は、回答数の指示に従い該当する番号に〇を付けてください。

２ ご記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒で 月 日（ ）までに

投函してください。

３ 封筒及び調査票に住所や氏名を記入する必要はありません。

４ 今回、お願いしました調査の回答は、同封の返信用封筒で返送いただくほか、

平日の業務時間内（8:30～17:15）に、本庁舎 1 階の総合案内窓口又は関宿支

所窓口でもお預かりいたします。来庁のご予定がある方は、回答書を持参くだ

さるようお願いいたします。

５ 調査についてのお問い合わせは、下記までご連絡ください。

【調査に関する問合せ先】

野田市 保健福祉部 生活支援課 社会係

電話 ０４-７１２５－１１１１（内線）２１１９

議題３
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はじめに、あなたのことについてお伺いします

問１ あなたの性別と年齢を教えてください。（〇は１つ）

※性別を選択することに違和感や抵抗感がある場合は、回答いただかなくても結構です。

１ 男性 ２ 女性 年齢 歳

問２ あなたは野田市にお住まいになってどのくらいですか。（〇は１つ）

１ １年未満 ２ １年以上 5 年未満 ３ 5 年以上 10 年未満

４ 10 年以上 20 年未満 ５ 20 年以上 30 年未満 ６ 30 年以上

問３ あなたは次のどの地区にお住まいですか。（〇は１つ）

１ 中央地区 ２ 東部地区 ３ 南部地区

４ 北部地区 ５ 川間地区 ６ 福田地区

７ 関宿地区 ８ 二川地区 ９ 木間ケ瀬地区

問４ あなたの家の世帯構成をお選びください。（〇は１つ）

１ ひとり暮らし ２ 夫婦のみ ３ 二世代世帯（親と子）

４ 三世代世帯（親と子と孫）５ その他（ ）

問５ あなたが現在、一緒に住んでいるご家族の中に、次のような方（あなた自身も含み

ます）は、いますか。（○はいくつでも）

１ 乳幼児（１歳未満） ２ 乳幼児を除く小学校入学前の幼児

３ 小学生 ４ 中学生

５ 高校生 ６ ６５歳以上の方

７ 介護を必要とする方 ８ 障がいのある方

９ いずれも該当しない

問６ あなたの主なご職業は、次のうちどれですか。（○は１つ）

１ 自営業または家族従事者（農業を含む）

２ 会社員、公務員

３ 自由業（医師、弁護士、会計士、芸術家等）

４ アルバイト、パート等

５ 学生

６ 家事専業

７ 無職

８ その他（ ）
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地域との関わりについてお伺いします

問７ あなたは、近隣の人とはどの程度お付き合いをしていますか。（〇は１つ）

１ 近所の仲の良い人とお互いの家を行き来している

２ 会えば親しく話をする人がいる

３ 顔が合えばあいさつ程度はする

４ 顔は知っているが、声をかけることはない

５ ほとんど付き合いはない

６ その他（ ）

問８ あなたは、今後、近隣の人との関わりをどのようにしたいですか。（〇は１つ）

１ 近所の仲の良い人とお互いの家を行き来する関係

２ 会えば親しく話をする程度の関係

３ あいさつ程度の関係

４ 地域の人や隣近所の人とは関わりを持ちたくない

問９ 今住んでいる地域の住み心地に満足していますか。（〇は１つ）

１ 満足している

２ まあ満足している

３ やや不満である

４ 不満である

問 10 あなたは、現在、生活している中で地域の人との関わりにより、支えられていると

感じることがありますか。（〇は１つ）

１ 大いにある

２ ある程度はある

３ あまりない

４ 全くない
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問 11 あなたは、日常生活で悩みや不安を感じていることがありますか。（○はいくつでも）

１ 自分や家族の健康のこと

２ 自分や家族の老後のこと

３ 子どもの教育や将来のこと

４ 乳幼児の育児に関すること

５ 介護に関すること

６ 収入や経済的なこと

７ 地域での人間関係のこと

８ 家族の人間関係のこと

９ 職場での人間関係のこと

10 住宅のこと

11 地域の治安のこと

12 自然災害や環境のこと

13 働くこと（就業・失業）

14 特にない

15 その他（ ）

問 12 もし、あなた自身が、問 11 のような様々な場面で困ったとき、だれに手助けを頼み

たいですか。（〇は３つまで）

１ 家族、親族

２ 友人、知人

３ 同じ問題や悩みを持つ仲間

４ 自治会や近所の人

５ 市役所

６ 社会福祉協議会

７ 民生委員、児童委員

８ 社会福祉法人等の民間福祉団体

９ 地域包括支援センターや保健センター等の相談機関

10 ボランティア、NPO 法人

11 その他（ ）

12 特に相談したいと思うところはない
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問 13 ご近所とのお付き合いの中で、困っている方がいたときに、あなたが、「手助けをし

たい」と思うことは、どのようなものがありますか。（○はいくつでも）

１ 安否確認の声かけ

２ 話し相手

３ 買い物の手伝い

４ 家事の手伝い

５ お弁当の配食

６ 悩み事の相談相手

７ 通院などの外出の付き添い

８ 短時間の子どもの預かり

９ ひとり暮らしのお年寄りや体の不自由な人の見守り

10 災害時の手助け

11 病気など緊急時に看病をしたり、医師を呼ぶなどの手助け

12 その他（ ）

13 特に手助けをしたいと思うことはない

問 14 ご近所とのお付き合いの中で、あなたやあなたの家族が、困った時に、「手助けをし

て欲しい」と思うことは、どのようなものがありますか。（○はいくつでも）

１ 安否確認の声かけ

２ 話し相手

３ 買い物の手伝い

４ 家事の手伝い

５ お弁当の配食

６ 悩み事の相談相手

７ 通院などの外出の付き添い

８ 短時間の子どもの預かり

９ ひとり暮らしのお年寄りや体の不自由な人の見守り

10 災害時の手助け

11 病気など緊急時に看病をしたり、医師を呼ぶなどの手助け

12 その他（ ）

13 特に手助けをしてほしいと思うことはない

問 15 あなたは、地域の課題に対する、住民相互の自主的な支え合い、助け合いの必要性

について、どのように思いますか。（〇は１つ）

１ とても必要だと思う ２ ある程度必要だと思う

３ あまり必要だと思わない ４ 全く必要だと思わない
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問 16 前の質問（問 15）３・４に〇を付けた方にお伺いします。必要だと思わない理由は

なんですか。（○はいくつでも）

１ 他人との関わりを持たない、自分だけの静かな暮らしを求めているから

２ 個人の生活は一人ひとりの責任・自覚の問題であるから

３ 住民相互の協力関係に基づく活動に期待をしていないから

４ 友人・知人との結びつきがあれば十分であるから

５ 地域社会の問題は、市役所などが全面的に対応すべきであるから

６ その他（ ）

地域での活動についてお伺いします

問 17 あなたは、地域福祉に関するボランティアやＮＰＯ活動、地域活動に参加していま

すか。（〇は１つ）

１ 参加している ２ 参加したことがある（現在は参加していない）

３ 参加したことがない ４ 参加することができない

問 18 前の質問（問 17）で２～４に〇を付けた方に質問です。参加していない理由につい

てお聞かせください。（〇は３つまで）

１ 仕事や家事が忙しく、時間が取れない

２ 小さな子どもや介護を必要とする家族がいる

３ 体調がすぐれない

４ 参加方法がわからない

５ 一緒に活動する仲間がいない

６ 経済的な負担が大きい

７ 活動のための資格、技術がない

８ 家族や職場の理解が得られない

９ 興味がない

10 その他（ ）

11 特にない

問 19 ＜全員の方にお聞きします＞

あなたは、ボランティアやＮＰＯ活動や地域活動に参加したいと思いますか。

（〇は１つ）

１ 積極的に参加したい ２ できるだけ参加したい

３ どちらともいえない ４ あまり参加したくない

５ 参加したくない ６ 参加することができない
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問 20 あなたは、どのような条件であれば、地域福祉に関するボランティアやＮＰＯ活動

に参加したいと思いますか。（現在も参加している人も含めてお聞きします）

（〇は３つまで）

１ 友達等といっしょに参加できる ２ 活動情報の提供

３ 特技や知識が活かせる ４ 身体的な負担が少ない

５ 経済的な負担が少ない ６ 身近なところで活動できる

７ 活動時間や曜日が自由 ８ 適切な指導者やリーダーがいる

９ その他（ ） 10 特にない

問 21 あなたは、ボランティアやＮＰＯ活動、地域活動に何を期待しますか。

（〇は３つまで）

１ 自然保護活動

２ 外国人への支援活動

３ 趣味やスポーツの指導

４ 福祉施設などでの活動

５ 美化活動やリサイクル活動

６ 災害時の救援活動

７ 子育ての相談や手伝い、一時預り

８ 高齢者、障がい者の身の回りの世話

９ 高齢者、障がい者の相談や見守り活動

10 ホームレス（路上生活者）への支援活動

11 その他（ ）

12 特に期待していない

問 22 地域福祉に関するボランティアやＮＰＯ活動の情報は入手しやすいと思いますか。

（〇は１つ）

１ 入手しやすい ２ どちらかといえば入手しやすい

３ どちらかといえば入手しにくい ４ 入手しにくい

問 23 地域福祉の推進において、中心的団体の一つである野田市社会福祉協議会の活動を

ご存知ですか。（〇は１つ）

１ 知っている ２ 少し知っている

３ 活動内容は知らないが名前だけ知っている ４ 内容も名前も知らない
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問 24 市民による地域活動に対し、市からは、どのような支援が最も必要だと思いますか。

（〇は１つ）

１ もっとボランティアなどの活動ができる機会を増やす

２ もっとボランティアなどの活動情報を提供する

３ 活動に対する助成など経済的に支援する

４ 活動の拠点となるセンター（施設）を設置する

５ その他（具体的に ）

６ 特に市はかかわらなくてよい

問 25 市民が担う福祉活動として、今後どのような活動が重要だと思いますか。

（〇は３つまで）

１ 健康食の普及など食生活改善活動

２ ウォーキングなど地域ぐるみの体力づくり活動

３ 健康教室の開催など地域ぐるみの健康学習活動

４ 介護保険の理解など地域ぐるみの福祉学習活動

５ 一人暮らし高齢者の地域での見守りなどの活動

６ 高齢者、障がい者に対する外出支援の活動

７ 高齢者の交流の場の設置運営

８ 入浴、食事介助など福祉施設への支援活動

９ 演芸などによる福祉施設への慰問活動

10 視覚又は聴覚障がい者への点訳、朗読、手話などの支援活動

11 学童保育など子育て支援活動

12 ＰＴＡ、子ども会など子どもの健全育成活動

13 その他（具体的に ）

日常の暮らしの課題についてお伺いします

問 26 あなたが住んでいる地域で日々暮らしていくに当たり、｢解決すべき課題｣となっ

ているものがあれば、それは次のどの分野に属するものですか。（ 〇は３つまで）

１ 家族の介護について ２ 生きがい作りや社会参加について

３ 子育てについて ４ 健康作りについて

５ 仕事について ６ 教育について

７ 外国人の生活について ８ 生涯学習について

９ ごみ減量や緑化など生活環境について

10 その他（ ） 11 特に課題はない
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問 27 次の７つの分野で、あなたが地域で生活していくに当たり、特に課題であると思わ

れているものをお聞かせください。（それぞれに〇は３つまで）

－１ 65 歳以上の方について

１ 在宅での医療や介護サービス ２ 知識や経験を生かせる場所や機会

３ 体を動かしたり、鍛えたりすることができる場所

４ 生涯学習の場 ５ 地域の方と日々触れ合う機会や場所

６ 火事や地震などの災害時の対応 ７ 安全で安心な住まい環境

８ 就労や介護など生活上の相談ができる場所

９ 福祉サービス利用者への支援 10 その他（ ）

11 特にない

－２ 障がいをお持ちの方について

１ 普通の生活や外出への支援

２ 趣味活動の場など、余暇を過ごすための機会や場所

３ 日常生活全般にわたる事柄を気楽に相談できる場所

４ 障がいを持っている方への理解 ５ 安定して医療を受けられる体制

６ 自分に合った交通手段の確保 ７ 安全な住まいの確保

８ 安定した仕事の確保 ９ 判断能力の不十分な方の権利を守ること

10 その他（ ） 11 特にない

－３ 子育て支援について

１ 男女が共に家事、育児ができるための支援策

２ 親の仕事形態に合わせた保育施設やサービスの充実

３ 親同士やボランティアによる地域の助け合いの仕組み

４ 子育ての不安や悩みの相談ができ、支援してくれる体制

５ 親の社会参加のための一時保育サービスの充実

６ 妊娠、出産時における、母体の健康への支援

７ 子どもが参加できるボランティア活動への支援

８ 子どもの健康や発達に関する支援

９ 親子が自由に交流できる場の充実

10 虐待防止についての仕組み作り

11 学校週５日制に伴う地域の対応

12 学校での子どもに対する相談、援助機能の充実

13 その他（ ）

14 特にない
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－４ 保健、医療について

１ 健康診断やがん検診の機会

２ 健康に関する情報

３ 寝たきりや認知症の予防

４ 心の悩みやストレスの相談ができる場所

５ 運動を始めるきっかけづくり

６ 住まいの衛生

７ 生活習慣の改善

８ 夜間休日の救急医療体制

９ その他（ ）

10 特にない

－５ 職業、仕事について

１ 仕事に関する相談や情報が得られる場所

２ 職業能力の向上を図る機会や場所

３ 短期的、臨時的な仕事の機会

４ 地域で仕事を起こすための仲間づくり

５ 地域で仕事を起こすための情報や支援

６ その他（ ）

７ 特にない

－６ 外国人について

１ 生活習慣の違いによるトラブルの防止

２ 居住、就職などが円滑に行えること

３ 外国語表示による情報の充実

４ 外国人の要望を聞いたり相談を受けたりする場の設定

５ 外国人と日本人の相互理解のための機会の設定

６ その他（ ）

７ 特にない

－７ 生活環境について

１ 不法投棄対策などの環境の美化 ２ ごみの減量やリサイクル

３ 放置自転車への対策 ４ 騒音や振動への対策

５ 緑化の推進 ６ バリアフリー環境の整備

７ 防犯、防火対策 ８ その他（ ）

９ 特にない
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平成１８年に自殺対策基本法が制定され、自殺は減少傾向にありますが、い

まだに自殺死亡率が高い事態が続いています。そうした中、平成２８年に自殺

対策基本法が改正され、市町村においても「自殺対策計画」を策定することと

されました。野田市としては地域福祉計画に盛り込むこととし、基礎資料とす

るため市民意識調査に項目を追加しましたので、ご協力をお願いいたします。

自殺に関するお考えについてお伺いします

問28 あなたは「自殺」についてどのように思いますか。（それぞれに○は１つ）

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
う

と

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
う

と

そ
う
思
う

そ
う
思
う

ａ 生死は最終的に本人の判断に任せるべき １ ２ ３ ４ ５

ｂ 自殺せずに生きていれば良いことがある １ ２ ３ ４ ５

ｃ 自殺は繰り返されるので、周囲の人が止めることはできない １ ２ ３ ４ ５

ｄ 自殺する人は、よほど辛いことがあったのだと思う １ ２ ３ ４ ５

ｅ 自殺は自分にはあまり関係がない １ ２ ３ ４ ５

ｆ 自殺は本人の弱さから起こる １ ２ ３ ４ ５

ｇ 自殺は本人が選んだことだから仕方がない １ ２ ３ ４ ５

ｈ 自殺を口にする人は、本当に自殺はしない １ ２ ３ ４ ５

ｉ 自殺は恥ずかしいことである １ ２ ３ ４ ５

ｊ 防ぐことができる自殺も多い １ ２ ３ ４ ５

ｋ 自殺をしようとする人の多くは、何らかのサインを発している １ ２ ３ ４ ５

ｌ 自殺を考える人は、様々な問題を抱えていることが多い １ ２ ３ ４ ５

ｍ
自殺を考える人の多くは、精神的に追い詰められて他の方法を思

いつかなくなっている
１ ２ ３ ４ ５

問29 もし身近な人から「死にたい」と打ち明けられた時、あなたはどのように対応し

ますか（○はいくつでも）

１ 相談に乗らない、もしくは話題を変える ２ 「頑張って」と励ます

３ 「死んではいけない」と説得する ４ 「バカなことを考えるな」と叱る

５ 耳を傾けてじっくりと話を聞く ６ 医療機関にかかるよう勧める

７ 解決策を一緒に考える ８ 一緒に相談機関を探す

９ その他（ ） 10 何もしない
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問30 前の質問（問29）で、最もするであろう対応とその対応の理由を教えてください。

最もするであろう

対応の番号を記入

＜その理由＞

自殺対策・予防等についてお伺いします

問31 あなたはこれまで自殺対策に関する啓発物を見たことがありますか。

（○はいくつでも）

１ ポスター ２ パンフレット ３ 広報誌

４ 電光掲示板（テロップ） ５ のぼり・パネル

６ インターネットページ ７ ティッシュ等のキャンペーングッズ

８ 横断幕

９ その他（ ） 10 見たことはない

問32  前の質問（問31）で１～９に○を付けた方に質問です。その自殺対策に関する啓

発物は、どこで見ましたか。（○はいくつでも）

１ 市役所・保健所等の行政機関

２ 図書館・健康福祉センター等の公共施設 ３ 駅、電車・バス等の交通機関

４ スーパー・コンビニ店舗等の民間施設 ５ 家

６ 職場・学校 ７ インターネット上

８ その他（ ）

問33  自殺対策に関する啓発物を見たとき、あなたはどうしましたか。（○は１つ）

１ 読まなかった ２ 少し目を通したがほとんど読まなかった

３ 少し読んだ ４ 大体読んだ ５ 全部読んだ

問34  自殺対策に関する講演会や講習会に参加したことがありますか。（○は１つ）

１ はい ２ いいえ

問35  自殺対策に関するＰＲ 活動（啓発物や講演会など）についてどのように思いま

すか。（○は１つ）

１ 不要 ２ どちらかといえば不要

３ どちらかといえば必要 ４ 必要

問36  前の質問（問35）でそのようにお答えになった理由を教えてください。
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問37  あなたは、自殺対策基本法についてご存じですか。（○は１つ）

１ 知っている ２ 内容は知らなかったが、言葉は聞いたことがある

３ 知らない

自死遺族支援についておたずねします

※ 「自殺」は遺されたご家族や身近な人に深い心の傷を残します。その心情に配

慮し、「自殺」という言葉を使わず、「自死遺族」という言葉を使うことがあ

ります。

問38  あなたの周りで自殺（自死）をした方はいらっしゃいますか。（○はいくつでも）

１ 同居の家族・親族 ２ 同居以外の家族・親族 ３ 友人

４ 恋人 ５ 学校・職場関係者 ６ 近所の人

７ 知人 ８ その他 ９ いない

問39  身近な人が自死遺族であると分かった時、どのように対応しますか。

(○はいくつでも）

１ 相談に乗る ２ 励ます

３ 細かな状況を確認する ４ 何らかのアドバイスをする

５ 専門家の相談を受けるように勧める ６ 特に何もしない

７ その他

（ ）

問40  前の質問（問39）で、最も可能性が高い対応とその対応の理由を教えてください。

最も可能性の高い

番号を記入

＜その理由＞

問41  自死遺族の支援について、知っているものがありますか。（○はいくつでも）

１ 遺族の集い（自由に話せる場） ２ 無料電話相談

３ 法テラス（借金や法律問題について）

４ 市役所の窓口（心のケア、生活支援、子育てなどについて）

５ 学生支援機構・あしなが育英会（学費について）

６ いずれも知らない
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本気で自殺をしたいと考えたことがあるかどうかについてお伺いします

問42  あなたはこれまでに、本気で自殺をしたいと考えたことはありますか。（○は１つ）

１ これまでに本気で自殺をしたいと考えたことはない ➭これで質問は終わりです。

ご協力ありがとう

ございました。

２ この１年以内に本気で自殺をしたいと考えたことがある

３ ここ５年くらいの間に本気で自殺をしたいと考えたことがある ➭以下の

４ ５年～10年前に本気で自殺をしたいと考えたことがある 注意書き

５ 10年以上前に本気で自殺をしたいと考えたことがある を読んで

ください

※ 注 意 ※

次からの設問は、本気で自殺をしたいと考えたことがある（問 42で２～

５のいずれかに○を付けた）人に対しておたずねするものです。

回答は強制ではないので、負担を感じる方は回答して頂かなくても構い

ません。

ご協力いただける方だけ、回答くださればと思います。

問43  自殺をしたいと考えた理由や原因はどのようなことでしたか。1-1～7-1 に○を

つけてください。（○はいくつでも）

１ 家庭の問題

1-1 家族関係の不和 1-2 子育て 1-3 家族の介護・看病 1-4 その他

２ 病気など健康の問題

2-1 自分の病気の悩み 2-2 身体の悩み 2-3 心の悩み 2-4 その他

３ 経済的な問題

3-1 倒産 3-2 事業不振 3-3 借金 3-4 失業 3-5 生活困窮

3-6 その他

４ 勤務関係の問題

4-1 転勤 4-2 仕事の不振 4-3 職場の人間関係 4-4 長時間労働

4-5 その他

５ 恋愛関係の問題

5-1 失恋 5-2 結婚を巡る悩み 5-3 その他

６ 学校の問題

6-1 いじめ 6-2 学業不振 6-3 教師との人間関係 6-4 その他

７ その他

7-1 その他（具体的に ）
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問44  自殺をしたいという考えを思いとどまった理由は何ですか。（○はいくつでも）

１ 人に相談して思いとどまった

２ 家族や大切な人のことが頭に浮かんだ

３ 解決策が見つかった

４ 時間の経過とともに忘れさせてくれた

５ その他（具体的に ）

問45  前の質問（問44）で１に○を付けた方に質問です。相談した相手の方はどなたで

したか。 （○はいくつでも）

１ 同居している家族・親族 ２ 同居以外の家族・親族 ３ 友人

４ 恋人 ５ 学校・職場関係者 ６ 近所の人 ７ 知人

８ 相談機関の職員（福祉保健センター、市役所、医療機関等）

９ その他（具体的に ）

最後に、全員の方にお願いします。あなたが思う地域の支えあい、助け合いについて、

ご意見をお聞かせください。

これでアンケート調査は終了です。

お忙しい中、ご協力ありがとうございました。






